
HP用オプトアウト様式 

 当院では下記の臨床研究を実施しております。  

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用されることを 

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

 

研究課題名 №442 
日本外傷データバンクへの外傷患者登録と登録データ

を用いた臨床研究 

研究期間 承認日～2026年 3月 31日までの予定である。 

研究目的 
日本全国の参加登録施設から外傷症例の情報を集計・登録することに

より、外傷診療の質の向上を目指すことを目的とする。 

研究方法 

対象範囲 

高知赤十字病院で診療された重症外傷（6段階の重症度

スコアで 3 以上：3．重症、4．重篤、5．瀕死、6．致

命的）の全外傷患者を対象とする。 

利用する 

情報等 

年齢、性別、受傷日時、受傷原因、受傷現場および病院

到着時のバイタルサインおよび処置、既往歴、検査所見、

救命処置、輸血の有無、手術の有無、診断名、合併症、

入退院情報（入院先、入院日数、退院先、死亡）など。 

個人情報の

取扱い 

登録は SSL を用いて保護された通信を介して行う。個

人を特定できる情報（氏名、生年月日、住所）は登録し

ない。 

利用方法 

インターネット接続によるデータベースへの登録を行

い、収集した匿名化データは学術的研究施設に提供さ

れ、診療の質評価および研究目的以外には使用しない。

研究成果は個人が特定できないような形で発表する。 

他機関への

提供 

データベース用のサーバー管理をプライバシーマーク

取得業者（バース・ビュー社）へ委託し、データは常時

公開されているが、ログイン IDとパスワードを有した

者のみ閲覧可能である。 

倫理的配慮 

個人が特定されないよう匿名化して登録するので個人が同定される

ことはない。また、患者もしくは患者代理人の方に了承いただけない

場合には研究対象としない。その場合でも患者に不利益が生じること

はない。なお、データバンク登録後でも、申し出によりそれ以降の分

析から個人データを除外することは可能だが、申し出時点より前の分

析および発表済みの研究結果からは削除できない場合がある。 

研究責任者 

研究代表者  佐賀大学医学部救急医学講座 阪本 雄一郎 

当院の責任者 高知赤十字病院 救急部副部長 原 真也 

担当者 

問合せ先 

佐賀大学医学部救急医学講座 阪本 雄一郎 

 〒849-0937 佐賀県佐賀市鍋島 5-1-1 

 TEL：0952-34-3160 

 

高知赤十字病院 救急部副部長 原 真也 

〒780-8562 高知県高知市秦南町 1丁目 4番 63-11号 

TEL：088-822-1201 FAX：088-822-1056 


